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モザンビーク国概要

• 人口：2,140万人 （2007年 国連）

• 面積：79.9万平方キロメートル

• 一人当たりGNI： 370ドル（2008年 世銀）

• 経済成長率（実質）：6.5%（2008年 世銀）

• 人間開発指数：172位/182ヶ国中（2007年
HDR）

• 主要産業：アルミ、天然ガス、農業



支援方針

地方開発・
経済振興

【援助重点分野】 【開発課題】

農村開発

産業の活性化

人的資源開発

ガバナンス

貧困層の基礎生活状況の改善

行政能力向上・制度整備



モザンビークへの支援実績

(単位：億円）

年度 円借款 無償資金協力 技術協力

２００3 - 21.55 3.34

２００４ - 21.78 4.23

２００５ - 18.16 4.85

円借款・無償資金協力年度E/Nベース、技術協力年度経費ベース

出所：外務省ホームページ「政府開発援助（ODA）国別データブック」他

２００５ - 18.16 4.85

２００６ 32.82 19.64 8.77

２００７ - 16.38 8.60

２００８ - 37.14 8.37

累計 32.82 806.60 85.64



主な実施中・準備中プロジェクト一覧

ザンベジア州

テテ州
ナンプラ州

（P)ナカラ港開発事業準備調査

（Ｐ）クアンバーマンディンバ及び
マンディンバーリシンガ道路改善事業
準備調査

ニアッサ州

カーボ・デルガド州

（Ｌ）モンテプエスーリシンガ間道路計画

凡例

P)協力準備調査

T)技術協力（研修、専門家派遣）

G)無償資金協力

Ｌ）有償資金協力

特定の地域に限らない案件

(G) 保健人材養成機関施設及び機材拡充計画

(G) コミュニティ参加を通じた村落環境整備計画（ＵＮ
ＤＰ経由）

(G) 食糧援助

（Ｇ）緊急給水計画

ガザ州

マプト州

（Ｔ）情報技術通信学院教育
センタープロジェクト

（Ｔ）ショクエ潅漑スキーム小規模農家
総合農業開発プロジェクト

（Ｔ）ソファラ州におけるHIV/AIDS啓発の
ためのIEC活動強化プロジェクト

ソファラ州

（Ｔ）ザンベジア州持続的給水・
衛生改善プロジェクト

ザンベジア州

（Ｔ）テテ州EPI実施体制強化

（Ｐ）日伯連携熱帯サバンナ
商業的農業開発
プログラム準備調査



広域インフラ等（ナカラ回廊支援）

（Ｐ）ナカラ港開発事業準備調査

（Ｌ）モンテプエスー
リシンガ間道路事業

(L予定）ナンプラークアンバ間
道路改善事業

（Ｐ）クアンバーマンディンバ
及びマンディンバーリシンガ間
道路改善事業準備調査

6

（Ｐ）日伯連携による熱帯サバンナ商業的農業開発
協力プログラム調査

凡例
(P)協力準備調査
(L)有償資金協力



日伯連携サバンナ農業開発支援

目的：

三角協力によりモザンビーク熱帯サバンナ地域において、
環境保全に配慮した持続可能な農業開発モデルを構築し、
市場を意識した競争力のある農業・農村・地域開発を図る。

意義・重要性：

• アフリカ熱帯サバンナ(ギニアサバンナ帯約7億ha)には、4億
haに上る農業適地が存在

• アフリカ農業開発に関し世界が注目

• インフラ整備との相乗効果

• 技術協力と資金協力を組み合わせたプログラム



日伯連携サバンナ農業開発支援
本年9月より協力準備調査を実施し、モザンビーク及びブラジル・セラー
ド地域の情報の収集・整理を行っている。

（セラード原風景 1980年代） （セラード現況）

ナカラ回廊
周辺地域現況


